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一
、
本
邦
附
近
の
地
震
後
生
の
頻
度
に
就
て
み
れ
ば
比
較
的
静
諮
な
地

方
と
之
に
反
し
て
平
素
頻
繁
に
活
動
す
る
，
地
方
と
が
あ
る
。
而
し
て
地
震

が
平
素
に
禁
ず
る
地
方
、
所
謂
地
震
帯
が
或
る
時
期
に
は
著
し
く
活
動
を

続
け
又
あ
る
時
に
は
然
ら
ざ
る
場
合
・
と
が
あ
る
。

斯
か
る
地
震
活
動
に
就
て
の
此
後
の
治
長
や
週
期
如
何
は
未
だ
理
解
し

難
き
ル
」
と
ろ
で
あ
る
。

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
地
震
の
震
源
運
動
の
機
巧
が
同
一
地
方
に
於
て

は
常
に
犬
陸
相
等
し
い
模
様
で
な
さ
る
L

様
で
あ
る
、
随
つ
で
あ
る
地
方

へ
地
震
を
護
起
せ
し
む
る
或
る
力
は
何
時
も
向
様
な
向
き
或
は
欣
況
で
あ

ら
う
之
は
想
像
し
得
ら
れ
る
、
そ
れ
故
に
地
理
又
は
地
形
在
地
震
帯
主
が

何
等
か
の
相
闘
が
あ
る
可
き
で
古
来
共
に
就
て
の
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ

た'
さ
て
三
陸
沖
は
地
理
的
に
も
地
震
を
殻
ず
る
地
方
で
あ
る
左
謂
は
れ
て

ゐ
る
又
事
賓
ダ
ス
カ
ロ
ラ
海
溝
附
近
か
ら
は
屡
々
著
大
の
地
震
を
援
し
本

石

l=t 
伊I

)JJ 

見

邦
大
地
震
帯
の
一
つ
で
あ
る
。

而
し
て
此
海
溝
附
近
よ
り
愛
す
る
地
震
は
時
に
津
浪
を
件
ふ
の
特
性
を

も
有
し
九
ふ
る
に
数
多
き
三
陸
沿
岸
の
諸
治
湾
で
は
津
浪
波
高
を
増
大
す

る、
d

魚
に
三
陸
沿
岸
に
て
は
津
浪
の
災
害
を
被
る
と
と
一
一
丹
で
た
く
、
有

史
以
来
数
同
に
建
し
て
ゐ
る
。

主
ハ
等
の
津
浪
に
よ
る
災
害
の
欣
態
が
古
も
今
も
殆
ん
ど
い
つ
も
同
様
な

轍
を
踏
ん
で
ゐ
る
様
で
あ
る
。
と
の
事
は
前
越
の
理
由
か
ら
も
注
目
す
可

き
事
賓
で
あ
り
、
賓
際
問
題
と
し
て
此
後
又
も
若
し
同
じ
災
害
を
ば
幾
度

も
繰
返
す
と
・
と
あ
り
'
と
す
れ
ば
真
に
文
明
人
の
恥
左
す
可
き
で
あ
ら
う
u

今
史
上
に
記
載
さ
れ
一
九
は
口
碑
に
停
へ
ら
れ
た
る
三
陸
津
浪
の
後
生
頻

度
に
闘
し
次
に
記
載
す
る
。

年

代

*ω
貞
観
十
一
年
五
月
二
十
六
日
(
西
暦
八
六
九
年
七
月
十
三
日
)

陸
奥
地
方
大
に
震
い
海
捕
を
生
ず
溺
死
千
名
許

仰
天
正
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
(
一
五
八
六
年
一
月
十
八
日
)

一
六
三



-
震
央
は
三
陀
沖
に
非
ざ
る
も
陣
中
地
方
に
ま
で
津
浪
あ
り

努

mw
慶
長
十
六
年
十
月
二
十
八
日
(
一
六
一
一
年
十
二
月
二
日
)

伊
達
政
宗
相
、
溺
托
千
七
百
八
十
三
人
南
部
津
軽
制
人
馬
三
官
僚
死
す

*
川
町
元
和
一
一
年
七
月
二
十
八
日
(
一
ム
ハ
一
六
年
九
月
九
日
)
陵
中
大
津
浪

*
仰
げ
慶
安
四
年
(
一
六
五
一
年
)
陸
中
亘
理
郡
海
時
襲
来
す

*
山
間
延
費
五
年
三
月
十
-
一
日
(
一
六
七
七
年
四
月
十
三
日
)
一

陸
中
南
部
制
地
震
津
浪
あ
り
宮
古
、
鍬
ケ
崎
、
大
士
浦
家
屋
流
失
ず

の
貞
享
四
年
九
月
十
七
日
(
一
ム
ハ
八
七
年
)
ヘ
或
は
貞
享
三
年
八
月
の
遠
州
地
方
の
地

震
か
)
陸
前

E
理
郡
に
海
附
襲
来
ず

的
元
時
三
年
(
一
六
八
九
年
ν
陸
中
海
岸
に
津
浪
襲
来
す

'

e

田

島

*
仙
川
元
時
九
年
十
一
月
朔
日
(
一
六
九
六
年
)

牡
鹿
郡
に
て
船
三
百
受
流
失
溺
死
多
し
。

間
元
時
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
(
一
七

O
三
年
十
二
月
三
十
一
日
)

陵
中
海
岸
津
浪
、
武
蔵
、
相
模
、
安
房
、
上
総
地
方
地
震

川
享
保
十
六
年
九
月
七
日
(
一
七
=
二
年
十
月
七
日
)

岩
代
桑
折
斜
地
震
、
小
津
浪
は
陸
中
海
岸
を
襲
ふ
も
民
家
入
古
田
被
害
な

し

川
山
賀
暦
元
年
四
月
二
十
六
日
(
一
七
五
一
年
五
月
二
十
一
日
)

越
後
闘
地
震
小
津
浪
は
陸
中
海
岸
に
襲
来
す

間
安
政
三
年
七
月
二
十
三
日
(
一
八
五
六
年
八
月
二
十
三
日
)

震
涼
は
北
海
遺
南
東
方
沖
、
陸
中
地
方
小
津
浪
襲
来
す

問
明
治
元
年
六
月
(
一
八
六
七
年
)
本
吉
郡
地
方
小
津
浪

条
例
明
治
二
十
九
年
ハ
一
八
九
六
年
〉
六
月
十
五
日

三
陸
沿
岸
大
津
浪
、
死
者
二
高
千
九
百
五
十
三
人

一
六
回

負
傷
者
間
千
三
百
九
十
八
人
流
失
家
屋
一
高
三
百
七
十
棟

日
明
治
三
十
年
(
一
爪
九
七
年
)
三
月
二
十
日

仙
墓
地
方
地
震
、
気
仙
沼
沿
岸
海
水
三
尺
上
昇

同
大
正
問
年
(
一
九
一
五
年
)
十
一
月
一
日

三
隣
沖
地
震
、
志
津
川
崎
碍
に
小
津
浪
波
高
三
尺
程

*
凶
哨
和
八
年
(
一
九
三
三
年
〉
三
月
三
日

三
陪
沿
岸
及
び
北
海
道
の
一
Y

部

死
者
三
千

O
八
人
傷
者
千
百
五
十
二
人

以
上
の
如
く
有
史
以
来
現
今
ま
で
約
千
七
十
年
聞
に
賓
に
十
八
同
の
津

浪
に
襲
は
れ
て
ゐ
る
、
斯
の
内
に
は
被
害
全
く
な
き
小
津
浪
も
含
ま
れ
て

居
る
。
而
し
て
是
等
津
浪
の
殻
生
間
隔
年
数
を
求
め
て
み
る
と
弐
の
泊
り

に
怠
る
。

二
十
六
年
、
五
年
、
三
十
五
年
、
二
十
六
年
、
十
年
、
二
年
、
七
年
、
二
十
七
年

二
十
年
品
百

O
五
年
、
十
一
年
、
二
十
九
年
、
八
ヶ
月
、
十
九
年
、
十
七
年

是
れ
に
よ
れ
ば
長
き
間
隔
年
教
は
百
五
年
、
短
き
後
生
間
隔
は
二
年
更

に
短
か
き
は
八
ヶ
月
に
て
績
き
て
後
現
す
る
場
合
も
あ
る

U

次
に
三
陸
地
方
に
被
害
大
で
あ
っ
た
大
津
浪
を
前
表
よ
り
求
む
れ
ば
八

同
程
と
た
り
共
護
現
間
隔
を
仮
に
求
め
て
み
れ
ば

五
年
、
三
十
五
年
、
二
十
六
年
、
二
十
年
、
二
百
年
、
三
十
七
年

ル
」
在
る
。

随
て
今
後
も
同
様
の
後
生
週
期
で
あ
る
と
す
れ
ば
三
陸
沿
岸
は
右
の
様



る。 た
年
限
に
て
再
び
み
へ
津
浪
が
来
る
か
も
知
れ
た
い
と
の
仮
定
勘
定
と
な

=
、
近
年
に
於
け
る
三
陸
沖
地
震
前
述
の
様
に
三
陸
沖
は
平
素
に
地

震
愛
生
頻
度
の
大
な
る
庭
で
あ
る
、
今
最
近
の
後
生
同
教
を
掲
げ
て
見
る

と
次
の
通
』
在
、
な
る
(
顕
著
及
び
梢
顕
著
地
震
の
同
教
〉

大
正
一
万
年
十
八
同

大
正
四
年
二
十
八
同

大
正
七
年
八
同

大
正
十
年
七
同

大
正
十
三
年
二
同

昭
和
二
年
九
同

昭
和
五
年
三
岡

大
正
二
年
九
同

大
正
五
年
二
十
一
同

大
正
八
年
十
一
同

大
正
十
一
年
十
一
同

大
正
十
四
年
五
同

昭
和
三
年
六
同

昭
和
六
年
五
同

大
正
三
年
十
二
同

大
正
六
年
十
二
同

大
正
九
年
七
同

大
正
十
二
年
九
同

昭
和
元
年
四
岡

昭
和
四
年
四
同

昭
和
七
年
十
同

以
上
に
よ
れ
ば
二
十
一
ヶ
年
間
に
二
百
一
同
の
顕
著
又
は
柏
顕
著
地
震

を
渡
し
て
ゐ
る
、
是
れ
に
よ
り
皐
に
共
年
平
均
を
算
ふ
れ
ば
九
・
六
同
、

月
平
均
は

0
・
八
同
の
勘
定
'
と
な
る
。

右
の
内
大
正
四
年
十
一
月
一
日
午
後
四
時
五
十
分
の
地
震
は
震
央
東
径

一
四
二
度
七
、
北
緯
三
八
度
六
に
あ
り
、
宮
城
厩
志
津
川
湾
に
小
津
浪
を

固
に
て
示
し
て
み
る
。

件
ひ
波
高
三
尺
程
に
達
し
て
ゐ
る
、
下
固
に
是
等
年
々
の
地
震
同
教
を
模

以
上
の
、
殺
に
三
陸
沖
に
渡
し
た
柏
顕
著
、
顕
著
地
震
の
後
生
同
教
は
年
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平
均
九
・
六
ル
」
な
っ
て
ゐ
る
、
然

る
に
今
岡
の
強
震
の
直
前
昭
和

八
年
一
月
に
於
て
三
陸
沖
に
は

額
著
地
震
一
向
精
顕
著
地
震
五

同
ー
と
な
り
、
加
ふ
る
に
小
区
域

地
震
は
六
同
を
後
生
し
た
。
又

一
月
中
に
て
東
北
乃
至
三
陸
沖

方
面
に
て
有
感
莞
地
震
合
計
十

六
岡
、
無
感
莞
地
震
合
計
百
四

十
一
同
の
多
数
に
達
し
た
。

市
し
て
特
に
此
の
多
数
の
無

感
覚
地
震
の
震
央
は
殆
ん
ど
大

部
が
今
同
の
強
震
々
央
附
近
に

あ
る
を
見
れ
ば
如
何
に
多
く
の

前
駆
的
地
震
が
頻
愛
し
た
か
を

知
る
に
充
分
で
あ
る
。

叉
二
月
中
に
て
は
梢
顕
著
一

岡
、
小
直
域
二
岡
、
有
感
受
地

震
合
計
七
同
無
感
受
三
十
二
同

一
六
五



を
後
現
し
て
ゐ
る
。

三
、
習

陸

著
大
の
地
震
後
生
に
際
し
て
夫
れ
/
¥
共
習
性
が
あ
る
、

(
一
〉
著
し
き
前
震
を
伴
ふ
も
の
、

(
ニ
)
前
駆
的
地
震
な
き
も
の

ル
」
の
二
種
存
在
す
る
。

(
二
)
の
場
合
は
通
常
で
あ
る
が
(
一
)
の
部
分
に
属
す
る
最
近
の
地
震
に

は
火
の
も
の
が
あ
る
。

{
(
明
治
二
十
九
年
の
津
浪
地
震
)
(
明
治
四
十
五
年
六
月
八

L
三
陸
沖
地
震

日
強
震
〉
(
大
正
四
年
十
一
月
一
日
強
震
)
(
昭
和
八
年
三
月
三
日
強
震
)
}
等

惣
て
著
し
き
前
震
あ
り

広
明
治
ご
十
九
年
八
月
三
十
一
日
陸
潟
大
地
震

数
日
前
よ
り
後
震
弱
震
程
度
の
前
震
あ
り

&
昭
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
北
伊
豆
烈
震

伊
東
附
逗
に
て
は
無
数
の
無
箆
地
震
及
有
感
地
震
を
生
ず

前
震
を
伴
ふ
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
、
何
故
に
存
在
す
る
や
共
現
由

を
輩
す
と
と
は
困
難
で
あ
る
が
兎
も
角
夫
れ
/
¥
の
地
震
に
各
省
性
の
存

在
が
あ
ら
う
。

而
し
て
コ
一
陸
沖
よ
り
愛
し
大
津
浪
を
件
ふ
様
た
大
地
震
に
際
し
て
は
著

一
六
六

し
き
前
駆
的
活
動
を
伴
ふ
の
一
首
位
あ
る
は
確
資
ら
し
い
。
明
治
二
十
九
年

の
大
津
浪
に
於
て
も
其
数
日
前
か
ら
沖
合
に
て
地
鳴
又
は
有
感
受
地
震
が

日
々
敬
同
宛
あ
っ
た
、
此
事
震
は
三
陸
沿
岸
地
方
の
老
人
が
一
般
に
今
日

命
記
憶
の
明
か
友
と
主
で
あ
る
。
営
時
今
日
の
様
た
地
震
抑
制
測
設
備
が
あ

っ
た
な
ら
多
く
の
前
駆
的
地
震
を
験
測
し
た
事
勿
論
で
あ
ら
ヨ
J

明
治
四
十
五
年
六
月
八
日
三
陸
沿
岸
に
多
少
の
被
害
を
生
じ
又
沿
岸
湾

内
に
は
微
小
津
浪
を
生
じ
た
る
陸
中
沖
強
震
に
際
し
で
も
多
く
の
前
震

が
あ
っ
た
。

更
に
大
正
四
年
十
一
月
一
日
、
宮
城
勝
志
津
川
湾
に
小
津
浪
を
生
じ
た

三
陸
沖
地
震
に
際
し
て
も
多
く
の
前
・
震
を
作
ふ
て
ゐ
る
。
印
ち
同
年
十
月

中
に
は
顕
著
地
震
五
向
、
粕
顕
著
地
震
五
向
、
小
区
域
地
震
五
同
を
稜
現

し
て
ゐ
る
。

果
し
て
三
陸
沖
の
大
震
が
前
述
の
様
に
常
に
前
駆
的
地
震
を
伴
ふ
の
習

性
あ
り
在
す
れ
ば
、
此
後
沿
岸
地
方
に
於
て
平
常
在
異
る
地
震
同
教
を
験

測
す
る
場
合
は
紘
一
日
戒
を
要
す
可
き
の
結
論
に
達
す
る
。

而
し
て
三
陸
沿
岸
に
津
浪
を
生
じ
又
は
地
震
被
害
を
生
十
る
程
度
の
三

陸
沖
地
震
が
前
震
が
注
し
に
生
じ
た
事
は
未
だ
一
つ
も
な
い
。
叉
三
陸
沖

に
地
震
頻
愛
し
て
後
強
震
が
全
く
税
収
し
・
な
か
っ
た
主
云
ふ
例
は
今
日
迄
な

か
っ
た
。




